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ま え が き 

 

独立行政法人 労働政策研究・研修機構では、平成 24 年度から 26 年度までの 3 年間を計

画期間とする「東日本大震災からの復旧・復興と雇用・労働に関する JILPT 調査研究プロジ

ェクト（震災記録プロジェクト）」を実施している。同プロジェクトは平成 23 年に発生した

東日本大震災が我が国の労働市場と雇用に及ぼした影響とそれに対する関係方面の対応の軌

跡を後世に記録として残すために行うものであり、全国の企業や業界団体ほかの各種民間団

体、行政機関ほかの公的団体などが東日本大震災から受けた影響や被災後の復旧から復興ま

でに行った取り組みについて調査した結果をまとめることを目指している。具体的には労働

政策研究・研修機構が有する複数の研究領域でそれぞれの専門性を基に調査対象と焦点を定

めて実施する一連の調査研究から構成されており、本書はその一部をなすものである。 

研究計画初年度の平成 24 年度には東北被災三県及びその隣接地域にある９つの職業能力

開発施設のそれぞれについて大震災後の主要な取り組みの記録を労働政策研究報告書

No.155『東日本大震災と職業能力開発施設― 被災対応から復旧・復興までの記録 ―（JILPT

東日本大震災記録プロジェクト取りまとめ NO.2）』としてまとめた。そして、本書はその中

で最も被害が甚大だった宮城職業訓練支援センター/宮城職業能力開発促進センターの被災

から復旧・復興までの取り組みに焦点を当てて整理したものである。同センターの東日本大

震災の被災から復興までの記録は、単に一つの職業能力開発施設の当時の実情を述べるに止

まらず、我が国における離職者の再就職支援や高度技能者養成等の政策展開基盤の基礎力を

記録に示すことにもなろう。公共や民間の職業能力開発施設の関係者、職業紹介に関係する

方々をはじめ、広く我が国の労働市場と労働力需給調整の問題に関心をもたれる方々に対し

て本研究成果を提供することで、我が国の労働政策に理解を深めることに役立てていただけ

ると思われる。 

なお、本書に係る調査研究の実施については、独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支

援機構及び同宮城職業訓練支援センター/宮城職業能力開発促進センターの大きな協力を得

ている。 
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